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物 線和44‐年農

,

昭和44年小学校器楽合奏の部で文部大臣賞を受賞した船橋市前原小学校の演奏
チェロを奉いているのが現田茂夫さん(13ページ参照)指 揮佐治薫子先生

け
と
こ

夢

日
本

の
民
間
放
送
も
誕
生
以
来
半
世

紀
を
過
ぎ
、
開
局

５０
周
年
を
祝
う
行
事

が
各
地
で
開
か
れ
て
い
る
。
私
自
身
、

昭
和

２８
年

（
１
９
５
３
年
）
、
ラ
ジ
オ

東
京

（現
Ｔ
Ｂ
Ｓ
）
の

一
期
生
と
し
て

入
社
し
た
人
間
で
、
感
慨
は
ひ
と
し
お

の
も

の
が
あ
る
。

５０
年
を
生
き
ぬ

い
た
ラ
ジ
オ
番
組

こ
の
半
世
紀
、
Ｔ
Ｂ
Ｓ
の
ラ
ジ
オ
で

も
、
社
会
の
変
化
、
新
し

い
メ
デ
ィ
ア

の
誕
生
、
き
び
し

い
競
争

の
中
で
数

々

の
番
組
が
誕
生
し
、
消
え

て
い
っ
た
。

今
も
心
に
残
る
名
番
組
も
あ
る
が
、
時

の
流
れ
に
は
逆
ら
え
な
か

っ
た
。
そ
の

栄
枯
盛
文

の
中
で
、
た
だ

一
つ
、
題
名

も
変
わ
ら
ず
、
地
味
だ
が
大
勢

の
参
加

者
や
聴
取
者
に
支
え
ら
れ
、

５０
年

の
問

生
き

つ
づ
け
、
こ
れ
か
ら
も

つ
づ
く
で

あ
ろ
う
週

一
回
の
３０
分
番
組
が
あ
る
。

『
Ｔ
Ｂ
Ｓ
こ
ど
も
音
楽

コ
ン
ク
ー
ル
』

で
あ
る
。

私
は
そ
の
四
代
目
の
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

だ

っ
た
。
こ
の
番
組
は
単
に
放
送
番
組

と

い
う
だ
け
で
は
な
く
、

コ
ン
ク
ー
ル

そ
の
も

の
が
、
文
部
科
学
省
お
よ
び
各

県
教
育
委
員
会
の
後
援
を
得
た
演
奏
会

で
、
小
、
中
学
校
が
音
楽
ク
ラ
ブ
活
動

の
成
果
を
公
に
発
表
す
る
場
で
も
あ
る
。

こ
の
催
事

の
持

つ
意
義
が
広
く
社
会
に

）
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認
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
番
組

の
支
え

に
な

っ
て
い
る
。

年
間
を
通
じ
た

コ
ン
ク
ー
ル
で

大
臣
賞
を
目
指
す

こ
の
番
組
は
、
年
間
を
通
じ
て
全
国

小
、
中
学
校
の
音
楽
ク
ラ
ブ
が
、
ま
ず

地
域
ご
と
の
コ
ン
ク
ー
ル
形
式
で
公
開

録
音
を
実
施
、　
一
流
の
演
奏
家
を
中
心

と
し
た
審
査
員
が
評
価
す
る
。
土
台
に

な
る
の
は
学
校
単
位

の
音
楽

の
ク
ラ
ブ

活
動
だ
が
、
合
唱
、
合
奏
な
ど

１２
部
門

に
分
か
れ
、
審
査
員
の
指
導
も
受
け
て

技
を
磨

い
て
い
く
。
地
元
の
公
会
堂
で

行
わ
れ
る
公
開
録
音
の
演
奏
会
に
は
、

住
良
、
優
良
、
優
秀
な
ど
の
寅
が
あ
り
、

優
秀
校

の
演
奏
は
、
各
地
域

の
Ｊ
Ｒ
Ｎ

（
Ｔ
Ｂ
Ｓ
を
キ
ー
と
す
る
ラ
ジ
オ
ネ

ッ

ト
ワ
ー
ク
）
系
列

の
局
で
毎
週
日
曜
日

の
朝
オ
ン
エ
ア
さ
れ
る
。
こ
れ
が
予
選

で
あ
る
。

年
度
木
に
は
、
東
日
本
、
中
部
日
本
、

西
日
本
な
ど
全
国

７
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け

ら
れ
た
地
区
の
優
秀
校
が

一
生
に
集
ま

り
、
生
演
奏

の
ブ
ロ
ッ
ク
決
勝
大
会
が

あ
る
。
最
後
に
各
ブ
ロ
ッ
ク
ト

ッ
プ
の

演
奏
を
テ
ー
プ
で
審
査
し
て
日
本

一
を

決
め
る
と

い
う
仕
組
み
。

日
本

一
の
学
校
に
は
文
部
科
学
大
臣

賞
が
贈
ら
れ
、
演
奏
を
全
国
ネ

ッ
ト
で

放
送
す
る
。

こ
の
方
式
を
毎
年
繰
り
返

し
て
い
る
。

今
年

２
月
２２
Ｈ
、
Ｔ
Ｂ
Ｓ
は
、
社
を

挙
げ
て
５０
用
年
記
念
祝
賀
会
を
サ
ン
ト

リ
ー
ホ
ー
ル
で
開
催
、
そ
の

一
部
は
ラ

ジ
オ
と
テ
レ
ビ
で
放
送
さ
れ
た
。

こ
の
日
の
記
念
演
本

の
た
め
に
総
勢

１
５
０
人
の

「机
賀
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
」

が
編
成
さ
れ
た
。
メ
ン
バ
ー
は
全
員
が

コ
ン
ク
ー
ル
参
加
経
験
者
で
、
市
民
オ

ー
ケ
ス
ト
ラ
の
右
志
は
勿
論
、
今
は
束

一水
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
や
大
阪

フ
ィ
ル

で
活
躍
し
て
い
る
プ

ロ
ー０
数
名
も
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
参
加
し
た
。
指
師
は
現
在

日
本
の
指
揮
考
の
ト

ッ
プ
メ
ン
バ
ー
の

一
人
で
あ
る
現
田
茂
夫
さ
ん
。

７５
歳
の

私
も

Ｔ
Ｂ
Ｓ
を
代
表
し
て
第

一
バ
イ
オ

リ
ン
の
最
後
列
で
奏
か
せ
て
い
た
だ

い

た
。曲

目
は
シ
ベ
リ
ウ
ス
の

『
フ
ィ
ン
ラ

ン
デ
ィ
ア
』
。
現
日
さ
ん
が
千
葉
県
船

橋
市
前
原
小
学
校

５
年
生
の
時
、
オ
ー

ケ

ス
ト

ラ
の
チ

ェ
ロ
パ
ー
ト
を
奏

い

て
、
見
事
文
部
大
臣
賞
に
輝

い
た
と
き

の
記
念

の
曲
で
あ
る
。
演
奏
が
終
わ
る

と
万
雷
の
拍
手
が
鳴
り
止
ま
な
か

っ
た
。

私
自
身
は
本
来
技
術
屋
だ
が
、
今
も

ヴ

ァ
イ
オ
リ
ン
を
離
さ
な

い
音
楽
好
き

で
あ
る
。
技
術
か
ら
制
作
に
移

っ
て
、

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
と
し
て
昭
和

３８
年
か
ら

TBSこ ども音楽コンクール50周年記念演奏会 (2003年 2月22日 サ ントリーホール)
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７
年
間
番
組
を
担
当
、
丁
度
高
度
成
長

期

で
、
番
組

の
ネ

ッ
ト
拡
大
や
充
実
に

微
力
を
尽
く
す
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の

私
が
、
こ
こ
に

一
文
を
寄
せ
る
こ
と
が

で
き
る
の
は
嬉
し
い
。

そ
こ
で
こ
の
番
組
の
長
寿

の
秘
訣
を

私
な
り
に
考
え
て
み
た
。

３
０
０
人
の
大
合
唱
、
誰
も
が
楽
し
め
る

参
加
し
や
す
い
コ
ン
ク
ー
ル
を

音
楽
は
、
小
、
中
学
校
で
の
情
操
教

育

の
中
で
最
も
重
要
な
も

の
の

一
つ
で

あ
る
が
、
そ
の
ク
ラ
ブ
活
動
を
社
会
に

発
表
す
る
機
会
を
提
供
し
た
こ
と
が
、

こ
の
番
組

の
命

の
源
泉
に
な

っ
た
こ
と

は
間
違

い
な

い
。
番
組
も
催
事
も
最
初

か
ら
全
国
で
展
開
し
て
い
た
わ
け
で
は

な

い
。
先
生
も
生
徒
も
家
族
も
み
ん
な

が
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
各
地
に

広
が

っ
て
い
き
、　
一
方
こ
れ
ら
の
人
々

の
期
待
に
こ
た
え
た
の
が
地
元
放
送
局

で
も
あ

っ
た
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
も

『全
国
学
校
音
楽

コ
ン

ク
ー
ル
』
と

い
う
番
組
が
あ

っ
た
。
こ

れ
と
ど
う
差
別
化
す
る
か
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
は

公
平
を
期
す
た
め
に
、
課
題
曲
、
参
加

人
数
な
ど
に
指
定
が
あ

っ
た
。
ラ
ジ
オ

東
京
は
学
校
の
実
情
を
考
慮
し
て
制
限

を
ゆ
る
め
、
参
加
し
や
す
く
し
よ
う
。

由
は
自
由
曲
、
人
数
も
ク
ラ
ブ
活
動
の

生
徒
全
員
参
加
で
も
Ｏ
Ｋ
な
ど
な
ど
。

こ
れ
で
学
校
側
の
重
荷
が
と
れ
楽
に

参
加
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
と
聞

い
て

い
る
。
そ
の
結
果
、

４０
人
学
級
全
員
の

器
楽
合
奏

の
中
に
車
イ
ス
の
生
徒
が
い

る
姿
も
た
び
た
び
見
ら
れ
た
。
全
校
生

徒

３
０
０
人
が
参
加
し
た
茨
城
県
の
小

学
校
の
大
合
唱
の
光
景
は
、
今
思

い
出

し
て
も
微
笑
ま
し
い
③

ス
ポ
ン
サ
ー
も
、
九
善
石
油
、
ヤ

マ

）

ハ
、
東
京
電
力
と
そ
れ
ぞ
れ
の
良
さ
が

あ

っ
た
が
、
ヤ
マ
ハ
の
エ
レ
ク
ト
ー
ン

が
登
場
し
た
時
に
は
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

や
器
楽
合
奏
で
不
足
し
て
い
る
楽
器
の

補
充
に
威
力
を
発
揮
し
た
。
本
格
的
な

楽
器
編
成
や
曲
目
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を

実
現
す
る
大
幅
な
進
歩
が
見
ら
れ
た
。

子
供
た
ち
の
目
の
輝
き
が
芸
術
だ
―

銚
子
工
中
の
７０
人
フ
ル
編
成
の
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
が
中
学
校
器
楽
部
門
で
全
国

一
位
に
な

っ
て
、
文
部
大
臣
賞

（当
時
）

を
受
賞
し
た
年
が
あ

っ
た
。
そ
の
時
は

じ
め
て
、
模
範
演
奏
を
Ｔ
Ｂ
Ｓ
ホ
ー
ル

か
ら
テ
レ
ビ
で
放
送
し
た
が
、
演
出
を

担
当
し
た
の
は
後
に
テ
レ
ビ

マ
ン
ユ
ニ

オ
ン
を
創

っ
た
萩
元
晴
彦
だ

っ
た
。
萩

元
君
は
私
の
同
期
生
だ
。

懸
命
に
演
奏
す
る
生
徒
た
ち
の
眼
は

先
生
の
指
揮
棒
に
集
中
す
る
。
萩
元
の

カ
メ
ラ
は
、
そ
の
生
徒
た
ち
の
大
き
く

見
開
い
た
瞳
孔
の
中
心
に
ズ
ー
ム
し
て

追
い
つ
づ
け
る
。
指
揮
棒
に
食
い
つ
く

瞳
が
大
き
く
広
が
っ
て
、
テ
レ
ビ
の
映

像
に
は
音
楽
の
輝
き
以
上
に
生
徒

一
人

ひ
と
り
の
瞳
の
輝
き
が
あ

っ
た
。

こ
の
作
品
を
作

っ
た
後
で
、
萩
元
君

は

「
フ
」
ど
も
音
楽

コ
ン
ク
ー
ル
』
は

子
供
た
ち
の
目
の
輝
き
が
芸
術
だ
！
」

と
言
い
放
つ
。
以
来
、
こ
の
伝
説
的
な

）

群馬県中里小学校橋倉分校=山の中の分校。全校生徒14人による合奏(特別賞受賞)
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言
葉
を
原
点
に
、
彼
は
番
組
で
カ
メ
ラ

ワ
ー
ク
の
新
し
い
領
域
を
開
拓
す
る
。

同
時
に
こ
の
手
法
は
、
ラ
ジ
オ
と
い
う

分
野
で
は
描
き
き
れ
な
か

っ
た
制
作
の

在
り
方
に

一
石
を
投
じ
て
く
れ
た
。

確
か
に
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
だ
け
で
は

な
く
、
合
唱
で
も
、
生
徒
た
ち
の
瞳
の

輝
き
は
、
こ
の
番
組
な
ら
で
は
の
清
々

し
さ
と
純
粋
さ
に
満
ち
満
ち
て
い
る
。

全
国
に
展
開
す
る
コ
ン
ク
ー
ル

前
述
し
た
よ
う
に
、
こ
の
催
事
は
、

Ｔ
Ｂ
Ｓ
ラ
ジ
オ
の
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
で

あ
る
関
東
６
県
か
ら
始
ま

っ
た
も
の
で

あ

っ
た
が
、
近
隣
の
県
の
学
校
を
刺
激

し
、
地
域
を
拡
大
し
て
欲
し

い
と

い
う

要
請
が
各
地
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
よ
う
に

な

っ
た
。
東
京
オ
リ
ン
ピ

ツ
ク
の
開
催

に
伴

い
、
小
、
中
学
生
の
ク
ラ
ブ
活
動

に
関
す
る
法
令
が
改
正
さ
れ
た
。
以
前

は
県
外
活
動
が
禁
止
さ
れ
て
い
た
ク
ラ

ブ
活
動

の
県
外
一父
流
が
認
め
ら
れ
る
よ

う
に
な
る
と
、
新
潟
や
山
梨
な
ど

の
学

校
が

コ
ン
ク
ー
ル
ヘ
の
参
加
を
希
望
し

て
き
た
。
特
に
音
楽
活
動
が
盛
ん
だ

っ

た
新
潟
県
見
附
中
学
校
か
ら
は
、
県
境

を
越
え
て
群
馬
県

の
沼
田
地
区
予
選
に

参
加
し
た

い
と

い
う
嘆
願
書
ま

で
送
ら
れ
て
き
た
。

私
た
ち
は
早
速

、
系

列

の

新
潟
放
送
と
話
し
合

い
、
そ
の

年
は
と
り
あ
え
ず
沼
田
市
で
受

け
入
れ
、
翌
年
か
ら
は
、
新
潟

放
送
と
Ｔ
Ｂ
Ｓ
の
共
催
で
、
正

式
に
新
潟
県
で
コ
ン
ク
ー
ル
を

新
設
す
る
こ
と
で
合
意
し
た
。

こ
う

し
た
流

れ
が
全

国

に

波
及
し
て
コ
ン
ク
ー
ル
の
催
事

は
Ｊ
Ｒ
Ｎ
各
局
に
広
が

っ
た
。

文
部
大
臣
賞
は
そ
の
名
に
ふ
さ

わ
し
く
、
日
本
全
国
で
ト

ッ
プ

の
学
校

（演
奏
）
に
贈
ら
れ
る

こ
と
に
な

っ
た
。

こ

の
時
、
学
校

側

の
動
き

に
素
早
く
反
応
し
て
、
新
潟
に

）

『
Ｂ
Ｓ
Ｎ
こ
ど
も
音
楽

コ
ン
ク
ー
ル
』

を
新
設
し
た
新
潟
放
送
に
は
今
で
も
感

謝
し
て
い
る
。

こ
れ
を
契
機
に
見
附
中
学
に
は
器
楽

ク
ラ
ブ
の
伝
統
が
定
着
し
、
そ
の
後
、

こ
の
と
き

の
ク
ラ
ブ
員
を
核
と
す
る
市

民
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
も
誕
生
し
た
。
当
時
、

ク
ラ
ブ
の
部
長
を
勤
め
て
い
た
飯
田
君

は
、
今
で
は
も
う

５０
歳
を
こ
え
て
い
る

が
、
新
潟
交
響
楽
団
の
幹
部
で
相
変
わ

ら
ず

コ
ン
ト
ラ
バ
ス
を
奏
で
て
い
る
と

い

つヽ
。

新潟県見附中学の器楽クラブが中心となって市民による

見附市交響楽団が誕生した (昭和47年)

瞳を輝かせて演奏する子どもたち
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み
ん
な
の
心
が
、

番
組
と
催
事
の
命
を
支
え
て
き
た

番
組
を
支
え
、
催
事
に
参
加
し
て
き

た
す
べ
て
の
人
に
共
通
す
る

″心
々
の

問
題
が
あ
る
。
「
子
ど
も
を
育
て
る
」

と
い
う

一
本
の
柱
が
、
先
生
や
親
、
更

に
制
作
者

の
心
に
通

っ
て
い
た
と
思

う
。
そ
の
心
が
番
組
の
長
寿
を
支
え
て

い
る
源
だ
と
私
は
確
信
し
て
い
る
。

そ
の

″心
″
の
こ
と
を

一
つ
の
挿
話

で
紹
介
し
た
い
。

昭
和
３０
年
代
、
初
期
の
審
査
員
で
、

講
評
、
指
導
に
当
た

っ
た
の
は
教
育
音

楽
家
と
い
わ
れ
た
先
生
た
ち
だ

っ
た
。

４０
年
代
か
ら
、
演
奏
家
で
あ
り
芸
術
家

で
も
あ
る
人
び
と
が
審
査
員
に
な

っ
て

く
だ
さ
る
よ
う
に
な

っ
て
き
た
。
そ
の

中
で
も
委
員
長
格
だ

っ
た
山
田
和
男
先

生
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ
る
。

昭
和
４３
年
の
こ
と
で
あ
る
。
当
時
、

Ｎ
響
の
主
席
常
任
指
揮
者
だ

っ
た
先
生

は
杉
並
区
の
住
人
だ

っ
た
。
あ
る
朝
、

Ｎ
響
の
仕
事
で
８
時
前
に
家
を
出
た
。

阿
佐
ヶ
谷
駅
に
向
か
う
先
生
が
、
途
中
、

杉
並
第

一
小
学
校
の
前
に
差
し
か
か
る

と
、
朝
の
練
習
を
し
て
い
る
小
学
生
の

『軽
騎
兵
』
の
曲
が
聞
こ
え
て
き
た
。

そ
の
ト
ラ
ン
ペ
ツ…卜
の
和
音
が
合

っ
て

い
な
い
。
ど
う
し
て
も
気
に
な

っ
て
、

足
は
音
楽
室
に
向
か

っ
た
。
た
ま
た
ま

音
楽
指
導
の
岩
崎
先
生
が
用
事
で
席
を

立
ち
、
子
ど
も
た
ち
だ
け
で
練
習
を
し

て
い
た
。
山
田
先
生
は
、
譜
面
を
読
み

違
え
て
ト
ラ
ン
ペ
ツ
ト
を
吹
い
て
い
た

子
ど
も
た
ち
に
、
正
し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー

を
手
を
取

っ
て
教
え
て
く
れ
た
。
教
室

に
戻

っ
て
き
た
岩
崎
先
生
は
、
山
田
先

生
と
は
顔
見
知
り
で
は
あ
る
が
、
直
接

に
は
話
も
し
た
こ
と
が
な
い
。
い
き
さ

つ
は
分
か
ら
な
い
が
、
子
ど
も
た
ち
が

そ
の
大
先
生
に
手
ほ
ど
き
を
受
け
て
い

る
姿
に
ビ

ツ
ク
リ
。
同
時
に
感
激
し
て

「
職
員
室
に
聞
こ
え
て
く
る
音
で
誤
り

は
気
づ
い
て
い
た
の
で
す
が
、
そ
れ
を

先
生
に
直
し
て
頂
け
る
な
ん
て
」
…
。

そ
の
年
、
杉
並
第

一
小
学
校
は
都
内

の
コ
ン
ク
ー
ル
で
量

向
レ
ベ
ル
の
成
績

に
達
し
た
。
山
田
先
生
の
子
ど
も
と
音

楽
を
愛
す
る

″心
々
の
賜
物
で
あ
る
。

こ
う
書
き
な
が
ら
、
岩
崎
先
生
が
私

に
話
し
て
下
さ

っ
た
そ
の
情
景
を
思
い

出
し
て
い
た
…
７
月
２６
日
深
夜
の
こ
と

で
あ
る
。
突
然
電
話
が
鳴

っ
た
。
４３
年

頃
、
早
大
生
で
、
ア
ル
バ
イ
ト
で
Ａ
Ｄ

を
し
て
い
た
工
藤
君
か
ら
だ
。
子
ど
も

好
き
の
工
藤
君
は
今
も
学
習
塾
の
先
生

を
し
て
い
る
。
電
話
は
、
た

っ
た
今
、

懐
か
し
く
思
い
出
し
て
い
た
岩
崎
先
生

が
脳
梗
塞
で
亡
く
な

っ
た
と
い
う
知
ら

ジ

せ
だ

っ
た
。
絶
句
し
て
、
筆
が
止
ま

っ

た
…２４
時
間
後
、
再
び
筆
を
と
る
く

岩
崎
弘
。
享
年
７４
歳
。
杉
並
第

一
小

学
校
の
音
楽
指
導
に
は
じ
ま
り
、
社
会

的
な
音
楽
活
動
に

一
生
を
捧
げ
た
。

岩
崎
先
生
の
熱
心
な
指
導
。
山
田
先

生
の
音
楽
の
深
い
造
詣
と
子
ど
も
た
ち

に
注
い
だ
愛
情
。
今
は
め

っ
た
に
会
わ

な
い
工
藤
君
か
ら
の
岩
崎
先
生
の
死
を

告
げ
た
緊
急
電
話
、
い
ず
れ
も
、
こ
の

番
組
が
根
幹
に
あ

っ
て
積
み
重
ね
て
き

た
人
間
関
係
の
深
さ
で
あ
ろ
う
。
熱
い

も
の
が
こ
み
上
げ
て
き
て
と
ま
ら
な
い
。

工
藤
君
と
連
名
で
岩
崎
夫
人
に
弔
電

を
差
し
上
げ
た
。
元
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
と

ス
タ
ッ
フ
の
感
謝
を
こ
め
て
。

ア
マ
チ

ュ
ア
音
楽
の
草
の
根
運
動

ヨ
ン
ク
ー
ル
が
育
て
た
も
の

５０
周
年
を
迎
え
た

『
Ｔ
Ｂ
Ｓ
こ
ど
も

音
楽

コ
ン
ク
ー
ル
』
。
５０
年
間
に
参
加

し
た
小
、
中
学
生
、
教
職
員
は
合
わ
せ

て
３
０
０
万
人
を
超
え
る
。

子
ど
も
時
代
に
身
に
つ
け
た
音
楽
は

一
生
の
宝
だ
と
経
験
者
は
口
を
揃
え
る
。

現
在
、
音
楽
の
プ
ロ
に
な

っ
た
人
び
と

も
、
小
、
中
学
時
代
に
、
ほ
と
ん
ど
全

員
が
こ
の
香
組
で
経
験
を
積
ん
で
い
る
。

ア
マ
チ
ュ
ア
音
楽
グ
ル
ー
プ
や
音
楽

Ｊ
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愛
好
者

の
数
で
は
、
今
や
日
本
は
世
界

有
数
と

い
っ
て
も
過
言
で
は
な

い
が
、

各
地
で
盛
ん
な
ア
マ
チ

ュ
ア
の
合
唱
や

合
奏
グ
ル
ー
プ
も
、
番
組
の
卒
業
生
が

主
導
し
て
草
の
根
運
動
の
よ
う
に
音
楽

の
裾
野
を
広
げ
て
い
っ
た
。
彼
ら
は
、

同
時
に
自
ら
も
音
楽
人
生
を
楽
し
ん
で

い
る
と
聞
く
。

音
楽
を
愛
す
る
心
の
和
み
、
平
和
な

）

文
化
を
創
り
出
す
上
で
、

こ
の
香
組
は
大
き
な
貢
献

を
し
て
い
る
と
私
は
確
信

し
て
い
る
。

昭
和

３５
年
、
メ
イ
ン
司

会
者
は
山
本
文
郎
ア
ナ
ウ

ン
サ
ー
に
代
わ
り
、
そ
の

後

１８
年
間
メ
イ
ン
を
続
け

て
ぃ
た
が
、

３０
年
代
終
わ

り
こ
ろ
、
小
田
原
の
公
開

演
奏
会
で

一
人
の
少
女
に

《
ム
っ
　た
。ヽ

横
浜
市
の
港
南
中
学

の

演
奏
回
の

一
員
だ

っ
た
。

少
女
の
名
は
吉
川
美
代
子
。

吉
川
さ
ん
は
、
こ
の
と
き

山
本
さ
ん
に
イ
ン
タ
ビ

ュ

ー
さ
れ
た
の
が
き

っ
か
け

で
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
を
志
し
、

後

Ｔ
Ｂ
Ｓ
に
入
社
し
た
。

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
が

２５
周
年
を
迎
え

た
昭
和

５３
年
、
山
本
さ
ん
と
交
代
し
て

吉
川
美
代
子
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
が
メ
イ
ン

を
担
当
、
現
在
に
至

っ
て
い
る
。

吉
川
ア
ナ
は
、
ご
存
知
だ
と
思
う
が
、

ニ
ュ
ー
ス
キ
ャ
ス
タ
ー
と
し
て
も
活
躍

を
続
け
て
い
る
。

５０
周
年

の
総
合
司
会
は
山
本
、
吉
川

の
ペ
ア
だ

っ
た
。
こ
こ
に
も
、

コ
ン
ク

大
学
卒
業

―
ル
が
人
間
を
育
て
た
歴
史
が
あ
る
。

写
真
提
供
　
Ｔ
Ｂ
Ｓ
ラ
ジ
オ
＆
コ
ミ
ュ
一

ケ
ー
シ
Ｐ
／
ズ
お
よ
び
筆
者

接亥
鞭選
′r 守ヽ

タ
ゑ

リハーサル風景 中 央は司会の山本文郎さん 右 筆者

千葉県館山小学校の合宿に山本アナも参加、司会者と

生徒が一体になる、こんな楽しい録音風景もあった (昭和40年 )
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